
（様式２）　不登校児童生徒の支援に係るフリースクール等民間団体 情報提供シート　

施設名 代表者

設立年月 電話番号

ホームページ 電子メール

所在地 交通手段

対象者の
学年・資格等

スタッフ数
・資格等

定員

（通学コース）
キャンパスにより
定員が異なります
（ネットコース）
定員なし

在籍数

通学コース/ネット
コース
合計1686名
（令和8年3月末時
点）

費用

学習支援 体験活動
人間関係
づくり

教育相談 親の会 オンライン

◎ ◎ ◎ ◎ － ◎ ◎

○

－

令和　8年　8月　24日現在 　このシートは事業者において記載したものです。記載内容についてのお問い合わせは、事業者へお願いいたします。

学校法人角川ドワンゴ学園　N中等部 奥平 博一 (名誉スクールプレジデント)

通学コース2019年4月 ネットコース2020年4月 0120-0252-15

https://n-jr.jp/ support@n-jr.jp

なし

活動方針

　　　　　　主な活動

　　　◎：特に力を入れている。
　　　○：対応している
　　　－：該当なし

▶︎関西地区のキャンパス

（江坂キャンパス）大阪府吹田市垂水町3-9-10 白川ビル6階

（神戸三宮キャンパス）兵庫県神戸市中央区海岸通6 建隆ビルⅡ

7階

（天王寺キャンパス）大阪府大阪市阿倍野区阿倍野筋1-5-36 ア

ベノセンタービル3階

（奈良西大寺キャンパス）奈良県奈良市西大寺南町2-4 サンスク

リット西大寺3階

（滋賀草津キャンパス）滋賀県栗東市小柿7-9-11 滋賀中央ビル3

階

中学生

運営日時 （通学コース）9:00-17:00 （ネットコース）9:30-19:30

非公表

新しい学びの場である“N中等部”は、「社会で求められる総合力を身につける」を教育方針に掲げ、日々の活動を通じて「教養」「思考力」「実践力」
の３つを体系的に学びます。変化の激しい時代を見据え、自ら考え行動する主体性や多様な仲間との協働を重視。既存の枠組みにとらわれず、これから
の社会を生き抜く資質・能力と、自分らしい自立を育む教育を展開しています。

MacBookの購入費用や、コースによって学習ツール費用やセキュリティソフト代の納入が入学時に必要です。
詳しくはホームページに詳細がございます。
〈通学コース〉入学金110,000円 設備管理費（1ヶ月）11,000円 週５日、週３日、週１日の通学スタイルがあり、月額は異なります。
〈ネットコース〉週2回オンラインで学習。昼と夕方のクラスがあります。入学金22,000円 月額40,700円

　活動内容、保護者や学校との連携方法、食事の有無や設備の特徴　等

▶12歳からの進路設計

①N中等部とN高グループあわせて6年間の総合型教育

文部科学省の教育改革により知識を詰め込む教育ではなく、総合力を身に付け、探求できる力が重視されてきています。
N中等部ではN高グループと連携した“6年間”で自身のポートフォリオを作成し、大学の総合型選抜や海外進学、社会を生き抜く力を養います。

②N高グループのプロジェクト型学習を導入

これからの社会は正解のない課題に対して自分なりの解決策を出すことや、チームで協働する力が求められています。N中等部ではN高グループで行われているプロジェクト型
学習を導入し、ひとり、またチームで社会課題の解決に取り組む機会を作ります。
その成果をポートフォリオにまとめ、振り返ることで、自分の成長の実感にもつながります。

③ネット部活や自由選択カリキュラムで興味と知見を広げ、「やりたいこと」を見つける

・保護者通信

　３ヶ月に１回発行

・保護者会/三者面談

　半年に1回開催

N中等部では、N高グループの活動に参加し自分の「やりたいこと」を探求することができます。
eスポーツ部や起業部などのネット部活、リアルやオンラインから参加できる職業体験・ワークショップ、自宅から留学経験ができるバーチャル留学など、多様な学習機会を
設けています。

④プログラミング教育強化“ものづくり”の学習コンテンツ

デジタル社会で必要とされるプログラミングスキルを中学生のうちから磨くことができます。また、ゲーム制作や音楽制作、3DCGに加え、アドビ社のアプリケーションを使用
したデザインや動画制作が学べます。
多様な方法で「ものづくり」ができるスキルと意欲が身に付き、問題解決の過程を実感できます。

▶連携

・月に1回

　生徒の出席状況・学習状況・生活状況などを記載した「学習状況等報告書」を作成しています。

　生徒・保護者様に同意いただけたら、N中等部から在籍中学校様に「学習状況等報告書」を送付しています。


